
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 木 ネイルチェックデー 

２ 金 豆まき 

３ 土  

４ 日  

５ 月  

６ 火  

７ 水 リハーサル 

８ 木  

９ 金  

１０ 土  

１１ 日 建国記念の日 

１２ 月 振替休日 

１３ 火  

１４ 水 音楽リハーサル 

１５ 木  

１６ 金  

１７ 土 コスモス発表会 

（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

１８ 日  

１９ 月 避難訓練 

２０ 火 交通安全教室（ぎんが） 

２１ 水 誕生会 

２２ 木 サッカー教室（たいよう・ぎんが） 

お茶会（ぎんが） 

２３ 金 天皇誕生日 

２４ 土  

２５ 日  

２６ 月  

２７ 火  

２８ 水 ウィンドアンサンブルピアチェーレ演奏会（吹奏楽） 

２９ 木 お別れ遠足（ぎんが）雨天決行 

令和６年２月１日 

園長 宇野 智子 

大切にされた子は、人を大切にできる人に育ちます 

 「子どもに寄り添う」という言葉を耳にされたことはありますか？保育・教育の現場におい

て、最も頻出するワードと言えます。「不適切な保育・教育」の対義的な位置づけといってもい

いかもしれません。では、「子どもに寄り添う」とはどういうことなのでしょうか？ここ数年、

これをテーマとした研修や講演会が数多く行われ、保育・教育にかかわる人々が学びを深め努

力しているところです。つい先日もある研修会に参加したのですが、そこで、人としての人格形

成において土台となるのが、『基本的信頼（自信）』だというお話を聞かせていただきました。こ

れは、発達心理学者エリク・エリクソンによる発達理論によるものですが、乳幼児期が一生の中

で最も成長が著しく大切な時期であることは、周知の事実です。入園して間もない 4 月、しず

く組からは、泣き声による大合唱が聞こえていました。ところが、今日、玄関で受け入れしてい

ると、遠くからでも、通勤してきた担任を認識し、笑顔で手を振る様子がありました。まだ、生

まれて 1 年あまりの赤ちゃんでも、他者への信頼を心に育てることができたということです。

他者への信頼は何から生まれるかといえば、自分が大切にされているということを知っている

ということです。だとするならば、私たち大人は、子どもたちにあの手この手を尽くして、「あ

なたはとても大切な存在」であることを伝えなければなりません。それは、抱っこであり、笑顔

であり、優しい言葉かけであり、楽しい食事であり、暖かいお布団・・・なのだと思います。つ

まり、お母さんお父さん、おばあちゃんやおじいちゃんたちは、毎日毎日、子どもたちのより良

い成長発達に大きく貢献されているわけです。とはいえ、うまくいかない時もありますよね。イ

ライラしてしまうこともあります。そういう時、大きな声を出して威嚇したり、力でねじ伏せよ

うとしたりすることは、よい方法ではありません。なぜなら、そこには、子どもの思い（なぜ 

言うことをきかないのか）に一切思いが向けられていないからです。「わがまま」という言葉で

解決しないでください。実はそこには深い理由があるのです。わからなくても、それをわかろう

としてみてください。そうやって歩み寄ろうとする大人の姿勢が・・・冒頭にある「子どもに寄

り添う」ということなのだと考えます。もちろんダメなことはダメでいいのです。ただ、なぜそ

のような行動をとるのかを考えてみてください。甘えたいのかもしれません。気を引きたいの

かもしれません。かまってほしいのかもしれません。大概は、お母さんやお父さんが大好きだか

らの行動です。研修の中で「子どもは、ほどほどによい子で、ほどほどに困った子である必要が

ある」とありました。欲張ってはいけません。ほどほどがいいのです。    （園長 宇野） 

まきしまひいらぎえんだより 
♦行事予定♦ 

今月の目標 

し ず く        保育者や友達と一緒に、音楽に合わせて伸び伸びと体を動かすことを楽しむ。 

う み        遊びや生活を通して、友達や保育者とやりとりする中で、自分の思いを簡単な言葉で伝えよう 

とする。 

そ ら        スリッパを履いてトイレへ行ったり、トイレットペーパーの適量を知ったりと、排泄の仕方を 

身につける。 

            歌やダンスなどを通して、身体で表現することを楽しむ。 

ちきゅう         友達に自分の思いや考えを伝えながら、一緒に遊ぶ楽しさを味わう。 

            ごっこ遊びやリズム遊びなど、友達と表現することを楽しむ。 

たいよう         生活の中で様々な決まりに気づき守る。 

            友達と一緒に自分なりの力を発揮し、のびのびと表現することを楽しむ。 

ぎ ん が        友達と目的を共有し、協力してやり遂げる喜びや達成感を味わう。 

            冬の自然事象や春の自然の変化に興味を持ち、調べたり試したりしながら遊びに取り入れる。 

今月の歌 

し ず く「鬼のパンツ」「ゆき」 

う み「鬼のパンツ」「ゆきのこぼうず」 

そ ら「ちょこちょこチョコレート」 

「鬼のパンツ」 

ちきゅう「ホ！ホ！ホ！」 

「おふろやさんにいこう」 

たいよう「LEＴ’S GO！いいことあるさ」

「豆まき」 

ぎ ん が「七色アーチ」 

    「ひょっこりひょうたんじま」 

URL  https://shingekai.jp    

ホームページからブログを見ることができます。 

      ３月の主な行事予定 

１日（金） 誕生会 

５日（火） ちきゅう遠足 （予備日 12日） 

６日（水） たいよう遠足 （雨天決行） 

２0日（水）卒園式（ぎんが） 

２９日（金）令和５年度保育終了 

３０日（土）新年度準備 

２がつ

【第三者評価を受診しました】 

 1 月 26 日（金）京都府の第三者評価を受診し、評価者３名が、園内を隈なく見て回られた後、

書類などにも目を通され、管理職を中心に、職員への聞き取りなどを経て、保育・教育の内容や

環境などについてのアドバイスをいただきました。子どもたちが、しっかり挨拶してくれたと

ほめていただけたのがうれしかったです。当日は、少し寒い日でしたが、広い園庭でのびのび遊

ぶ様子を見ていただくことができ、本園の良さをアピールできたのではないかと思います。正

式な評価については、後日通知が来ましたら、ホームページにて、公表させていただきます。 

 能登半島地震で被災された方々への支援金として募金をお願いしておるところですが、現時点で、

１１，６１６円集まっています。２月２９日（木）まで受け付けております。どうぞ、ご協力おねがい

いたします。集まりました募金は、京都府保育協会を通じて、保育三団体に送られ、被災地域におけ

る保育活動等を支援することを目的として行われる事業を主な使途とします。 

https://shingekai.jp/

